観点別評価規準（案）
	観　点
	評価規準（①②③④…本文のパート番号　●…全体を通しての規準）

	関心・意欲・態度
	●川島氏がどのようにしてテレビゲームについて研究することになったかを読み取ろうと努めている。
●脳科学的側面から英語音読の意義を理解し，積極的に音読しようと努めている。
●川島氏のエピソードを読んで，真理を求める態度と発想の大切さを感じようと努めている。

	表現の能力
	話すこと
	●本文の内容についての英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
●適切な位置に区切りを入れながら，適切な音量で本文を音読できる。
①川島氏がどのようなアイデアをどのようにして思いついたのか，英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
②川島氏が実験の結果をどのように予測し，実際の結果に対してどのように思ったか，英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
③日本語と英語の黙読時における脳の働きの共通点と相違点について英問英答や，知り得た情報の英語による説明ができる。
④川島氏が発見した音読の効果について，知り得た情報や生徒自身が感じたことを英語で言うことができる。

	
	書くこと
	●本課の内容についての英問に対して英語で答えを書くことや，知り得た情報を英語に直して書くことができる。
●前置詞＋関係代名詞，分詞構文，S＋seem to do，本文中に出てきた語法・熟語を使って，指示にそった適切な英文を書くことができる。

	理解の能力
	聴くこと
	●本課の本文英文を聴いて，大まかな概要を把握できる。
●本課の内容についての英問や英文を聴いて，内容を正しく理解できる。

	
	読むこと
	●それぞれ示されるリーディングポイントを探し読みすることができる。
●図表が表す内容を的確に把握し，図表を参考にしながら本文の内容を正確に理解できる。
●強勢，リズム，イントネーション，区切りなどに注意して音読することができる。
①川島氏がどのようなテレビゲームを選んだのか，またその理由について読み取ることができる。
②「内田クレペリン精神作業検査」の方法と内容，何が測れるかを読み取ることができる。
③ 1990 年代の脳科学の状況，黙読時の脳の働きについて読み取ることができる。
④音読時と黙読時の脳の働き，日本語と英語，音読と黙読で脳の働きにどのような違いが生じるのかを読み取ることができる。

	言語や文化についての知識・理解
	[bookmark: _GoBack]●川島氏の研究が実際にどのように利用・応用されているかを考えている。
●前置詞＋関係代名詞，分詞構文，S＋seem to do，それぞれの意味や働き，形を理解している。
●接尾辞-ive，-ity の意味を理解し，それを含んだ単語の意味を推測できる。



